
お詫びと訂正　　広報なんたん11月号の記事に次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
13ページ…（誤）藤林裕子さん⇒（正）藤井裕子さん
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▲関係者による除幕で、披露されるこま犬

▲写真を眺める方々に郷愁が満ちていました

▲園児の心を引き付ける工夫いっぱいのステージ

　日吉ダム建設によって住み慣れた村
を離れることになった日吉町天若・中
地区の人々。ふとしたきっかけで村を
訪れた中嶋政樹氏が、昭和62年の離
村式まで７年間余り通い詰めて村の
風景や人々の生き生きとした表情を写
真に記録。日吉町郷土資料館秋季企
画展として、今回初めて隣接する移築
民家も含め79点の写真を展示しまし
た。会期初日には、20数年前の懐かし
い記憶に目を細める離村された方々の
姿がありました。会期は11月末まで。

　八木中央幼児学園で、夏休みの登園
日に八木中学校吹奏楽部の演奏会が行
われ、およそ130人の園児が管楽器など
の“本物の音”を肌で感じました。
　今年で３回目となった演奏会では、中
学生の演奏に合わせて園児が歌ったり、
イントロクイズをしたり、元気な園児の
声が会場いっぱいに響きました。曲目な
どは毎年２年生が企画。同部部長の池
田由里奈さん（３年生）は「園児の知っ
ている曲を選んで、夏休みに練習しまし
た。毎年喜んでくれるので私たちも楽
しみにしています」と園児に負けない笑
顔で語っていました。

　美山町宮脇の道相神社で、数年前に盗
難にあった本殿の神像とこま犬が氏子の
悲願により再建されました。京都伝統工
芸大学校の学生らが須藤光昭教授指導の
下、宮の森のヒノキを使ってこま犬を製
作。神像は美山町在住の齋藤澄観氏によ
って彫刻され、非公開で安置されました。
関係者が見守る中、こま犬は堂々たる風格
で奉納。その後、７年ぶりの秋季大祭が盛
大に行われ、境内を囲む俵振りや獅子舞な
ど道相神楽（府登録無形民俗文化財）が
奉納されました。
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　４年に一度、オリンピックの年に行われる
“美山のオリンピック”が、爽やかな秋晴れの
下、長谷運動広場で開催されました。５地区
（知井、平屋、宮島、鶴ケ岡、大野）対抗で、年
齢別に競技種目があり、出場選手に振興会
長から委嘱状が交付される振興会もありま
す。老人クラブ会長や婦人会長などがたす
きをつなぐ各種団体長リレーでは、消防団分
団長が消防ホース巻きで威厳をかけて真剣
勝負。１３種目の白熱した対抗は、鶴ケ岡地
区が総合優勝と応援優勝を獲得、宮島地区
が準優勝を収めました。
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まちの話題を紹介します

▲空気入れで風船を割る「人間ポンプ」

　南丹市となって初めての水泳大会を、改修
して今夏からきれいになった南丹市八木海
洋センターの屋内プールで開催しました（市
教育委員会・市体育協会八木支部共催）。
　９月初旬ながら、残暑厳しい水泳日和と
なったこの日、夏休みに海やプールで目いっ
ぱい泳いだ子どもたち、体力作りや健康の
ために日ごろから水泳をされている大人の
方など、小学２年生から６７歳の方まで３２
人が自己の記録に挑戦しました。プールサイ
ドからは「もうちょっとでゴールやで」「お父
さん、がんばって！」などと声援が飛び交い、
熱気に包まれました。

▲ゴールに手が届くまで、力いっぱい泳ぐ出場者
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　親子で楽しみながら環境問題を考える市民グループ
「ECOレンジャー」が、氷室の郷で『地球温暖化を防ぐ
ために私たちが出来ることは？』をテーマにイベントを
開催。難しくなく、自然に生まれる感情で環境を考える
きっかけとなるように、廃油キャンドル作りや竹あかりの
ワークショップ、アザラシの赤ちゃんを撮り続ける写真
家の講演会、地元で環境活動に取り組む方々による座
談会など盛りだくさんの内容を企画。小雨模様でした
が、親子連れの楽しむ姿がありました。
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▲開演前の体験教室で手ほどきを受ける“豆能楽師”たち

エコ

　かがり火が揺らめく美山のかやぶき
民家を背景に、薪

たきぎ

能「第８回能楽の
夕べ」が開催されました。
　開演前に行われた「能楽子ども体
験教室」では、参加を希望した１４人
の子どもたちが立命館大学能楽部の
学生らに手ほどきを受けました。あい
さつに始まり、シテ（舞い手）と地謡（う
たい手）に分かれて、扇の持ち方や
歩き方、発声方法を教わる子どもた
ち。おぼつかないすり足も、稽古を繰
り返すうちに少しずつ様になっていき
ました。
　午後７時、およそ 400人の観客が
待ちわびる中、狂言「魚

うおぜっきょう

説教」（茂山
あきら、丸石やすし出演）、能「杜

かきつばた

若」
（青木道喜、村山弘出演）の公演が
始まりました。過去２年は雨のため屋
内ホールでの開催でしたが、今年は
中秋の名月が趣を深める３年ぶりの野
外公演となり、暗闇に浮かび上がる幽
玄な舞台が観客を魅了しました。


